
体育学部人権啓発セミナーとして開催 

　　　　　　2011年度卒業生	
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「ドイツでの体験  
～異文化で生きて行くために～」 
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記録集 





ドイツでの体験	  
～異文化で生きて行くために～	

天理大学体育学部卒　羽根田充弘 



プロフィール	

•  1989年4月5日生まれ	  
•  昨年天理大学体育学部卒業	  
•  名古屋グランパスジュニアユース、	  
　名古屋グランパスユース、	  
　その後天理大学サッカー部入部	  
•  現在、ドイツアマチュアリーグ　	  
SF/BG　Marburg　唯一の契約選手	



ドイツ留学を決めた理由、過程	

•  本場のサッカーを学びたい	  

•  日本では出来ない経験をしてみたい	  
　　　　　　　　　　　	  

8月にドイツを訪問し、その後、天理大学の先生
方のサポートによって、今回の留学が実現。	  



マールブルグ	

•  ドイツ、ヘッセン州に位置する大学街	  
•  人口　約８００００人	  
　　　　　　　（２５０００人が学生もしくは職員）	  
•  マールブルグ大学は、古く	  
から、天理大学と交流関係	  
にある。	  
	  
	  





ドイツでの生活	

•  WG	  (WohngemainschaA)、	  
　　学生同士などによるルームシェア	  
　　家賃　２５０ユーロ～　	  
	  
※学生寮や、アパートもあるが、WGが学生の間で
は多数。	  
	  
•  スーパーマーケット	  
　食料品が安く手に入るための、多くの学生が使用	  
	  
•  気候	  
　夏は最高気温２８度程度で、乾燥していて、過ごし
やすい。	  
　	  
　冬は最高気温が０度を下回ることがたびたびある。	  

	  
　　　　　　　　　	  
	



アパートシェア－の仲間達 



ビザの種類	
•  学生ビザ	  
　ドイツの大学、語学学校に通うと発行される。期間は　　　　　　
様々。バイトの時間などに制限がある。	  

•  労働ビザ	  
雇用主による、推薦状、証明書が必要。　　	  
•  旅行ビザ　　	  
　　３カ月間有効	  
•  ワーキングホリデービザ　	  
　　１年間有効。さまざまな職場で働く事が出来る。	  
•  配偶者ビザ	  
　ドイツ人と結婚する場合に発行されるビザ。ただし語　　
学試験あり。	



ドイツの大学生	

•  学費無料（州による）	  
•  交通費無料（地域制限有り）	  
•  観光施設、博物館、チケットなどの割引	  
•  娯楽	  
　スポーツ、パーティー、クラブ、インターネット	







ドイツで大学生になるには！？	

•  語学試験　（DSH）　（DAF）	  
　　年に数回行われる語学試験の合格が必要。
しかし音楽や美術、体育などの大学は他に実
技試験が設けられる。	  

•  交換留学生	  
　　交換留学生はドイツ人の大学生と同じ対偶
を受けることができる。	  

	  



語学学校	
•  大学準備コース	  
　　1年～1年半をかけて大学入学のための語
学試験（DSH）を目指す。	  
	





ドイツのスポーツ	

•  部活動ではなく、地域のスポーツクラブが普及	  
　施設数・・・約9万	  
　参加者数・・・2700万人（人口約8000万）	  
　ボランティア数・・・880万人	  
	  
国民の30％以上がスポーツクラブに加入。	  
0歳～18歳までの年齢では、60％近くが加入。	  
　	





人気のスポーツ（クラブ所属人数）	

•  1位　　サッカー	  
•  2位　　体操	  
•  3位　　テニス	  
•  ４位　　スキー	  
•  ５位　　陸上	  
•  ６位　　ハンドボール　	



ドイツのサッカー	

ブンデスリーガ	

２．ブンデスリーガ	

３．ブンデスリーガ	

レギオナルリーガ	

オーバーリーガ	

ランデスリーガ	



ブンデスリーガ	











客を取り込む工夫	

•  年間チケットの充実	  
　　固定客、地元客の獲得	  

•  スタジアム内のグッズ、飲食物、販売	  
　　専用カードのみの販売、現金不可	  
	  
•  テレビ放映、映画上映	  
　　有料放送、全試合同時放映、ドイツワールド
カップ後の発展	





なぜ日本人が活躍できるのか？	

•  規律を守る、真面目さといったメンタリティー	  
	  
　　チームに徹するため監督は起用しやすい	  
•  繊細さ	  
　ポジショニング、ファーストタッチ、パス	  
	  
　　体のでかいドイツ人は雑なところが多い	



SF/BG	  Marburg	



SF/BG	  Marburg	



地域密着のスポーツ団体	



クラブハウス 





運営資金の調達	

•  ジュニア選手からの会費	  
•  他種目からの会費	  
•  地域住民からの募金	  
•  入場料、バーの売上	  
•  他種目クラブからの会費	  

　ユニフォーム代金、選手の給料、ボーナス	



１，MannschaA	  (一軍）	

•  ドイツ6部リーグに所属（アマチュアリー
グ）	  

•  チーム創設は約８０年前	  
• 現在は、学生、社会人中心。監督は元プ
ロサッカー選手	  

• 練習は平日3回、土日はゲーム	  
	  
• 年間４０から５０試合を行う	  
　　　　　　　　　　　	  
	  





地元の新聞でも紹介される 









サッカー選手として認められるた
めに	

•  言葉の上達	  
	  
	  
•  行動、ふるまい	  

	  
•  常にアンテナを張る、考える、発信する　　　　　	  



ジュニアチームへの指導	

〈SF/BG　Marburg〉	  
•  5歳から19歳までのユースチーム、	  
•  女子チーム（3チーム）	  
•  シニアチーム	  
•  障害者サッカーチーム	  
	  
12歳と15歳チームの指導を担当	









指導者ライセンス	
•  ドイツサッカー協会公認ライセンス	  
	

プロライセンス	  
※ケルン体育大学のみ発行可	  

（プロリーグ）	

A級（女子プロリーグ）	  
（Cライセンスの発行許可）	

B級（セミプロリーグ）	

C級（アマチュアリーグ）	



資格取得までの流れ	

1.  適正テスト（実技＋ドイツ語論文）	  
2.  キャンプ、2週間	  
　内容	  
　　指導法、トレーニング計画、意見交換、ボー
ルを使ったトレーニング	  

3．集中講習、一週間（ユースあるいは大人）	  
4．最終確認テスト、4日間	  



ケルン体育大学	

•  サッカープロコーチライセンス唯一の発給機
関	  

•  ヨーロッパ随一の設備、研究	  

•  世界中から体育学部生が集まる	









指導者として	

•  外国語を使って教える難しさ	  

•  中に入ってプレーする	  
　　　強いパスをつけてあげる、	  
　　　トラップする足　　　　etc	  
	  
•  観察する、考える（日本人の子供とドイツ人の
子供の違い）	  



サッカーを通じた交流	

•  ドイツ人だけではなく、各国の外国人とのサッ
カーを通じた交流。	  

•  ドイツだけではなく、ヨーロッパのサッカーを
学ぶ事ができる。	









外国人として生きていくために	

•  相手を知る。相手に知ってもらう。	  

•  言葉だけではなく、行動、振る舞いが大切。	  
•  観察、考える	  
　　　　　　　　　　　	



海外に出て感じたこと 

1.  スポーツは、大きな力を持っている	

2.  コミュニケーション能力の重要性	  

3.  観察する力、発信する力	  

4.  日本について考える事が出来るようになる	


